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Ⅰ．はじめに
結論から言うと 「イエズス会日本巡察師アレッサンドロ・ヴァリニャーノ、













































































































































































ヴァリニャーノの「日本巡察報告」は、インドに帰って後、1583 年 10 月 28 日付でコ
チンから 「日本諸事要録 （スマリオ）の名で、第五代イエズス会総会長クラウディ、 」
オ・アクアヴィーヴァ（1543 ～ 1615）のもとに送られた。この諮問十七、十八、十九に
関して 1585 年 12 月 24 日付で総会長はヴァリニャーノ宛に質問状を送っている。1586 年
12 月 20 日付のコチンからの書簡がヴァリニャーノの回答である(20)。








第三次日本巡察（1598 ～ 1603 年までの四年半滞在）については、フロイス『日本史』
が 1593 年までの記述のため、第三回巡察及び晩年の事跡は、アルバレス・タラドリス著
『日本巡察記』松田毅一訳とＪ・ムイベルガーの『日本における信仰』を参考にしたが、





期を感じ取っていた。このことはヴァリニャーノが亡くなる三日前の 1606 年 1 月 17 日付











































































































































イグナチウス・デ・ロヨラ（ ）1491 ～ 1556 は、スペインのロヨラIgnatius de Loyora
城生。イエズス会創立者。バスク地方のパンプロナ防衛戦で負傷し、病床で修養書を読ん
で回心。バルセロナ北西のマンレサの洞窟に一年近く苦行と祈りの生活を送り、カルドネ
ル河畔で神秘体験をなし「霊操 （ ）を著した。1524・25 年にパレス」 Exercitia Spiritualia





































































































ヴァリニャーノの「適応主義」に話を戻すと 「邪な愛着を己から除き去り 、そこに、 」
示される「神の意志」は自由な判断であり、何者にも妨げられない「正しい判断」という
ことになる。もちろんのこと、イグナチオは『霊操』のNo.164 ～ 168「謙遜の三段階 、」
No.169「選定をなすための前提条件 、No.170「何について選定をなすべきかを知るため」
に 、No.175 ～「正しいよい選定をなすための三時機 、No.178 ～「よりよい選定をなす」 」
















































































































2) 森一弘著『信徒の霊性 （女子パウロ会 2003 年）p15 『現代日本人の宗教』石井研士著（新曜社 200』 。
8 年）p60 『イヤーブック 2010』カトリック中央協議会編の資料によるとキリスト教界は、日本の人口、







5) 島薗進著『スピリチュアリティの興隆』岩波書店 2007 年 p1 ～。また、門脇佳吉著『道の形而上
学 （岩波書店 1997 年）p4 ～で 「 主知主義的なギリシア思想の枠組みでは）身を持って旅する人間を』 、（
把握できない」と警告を発している。
6) 尾原は『講義要綱』Ⅰ（キリシタン研究第 34 輯教文館 「解題・解説」 p464・465。）
7）大空社刊『イエズス会日本コレジョの講義要綱』復刻本、上智大学キリシタン文庫編 1997 年中の
「付録 。」
8）井手勝美著『キリシタン思想史研究序説 （ぺりかん社 1995 年）p29，30．』






（ ）とおもに数学に関わる「四科 （ ）算術・幾何・天文・音楽である 「音楽教trivium quadrivium」 。
育」は教養の高さを示し、自然科学が必修であったことは特筆すべきことであった 「イエズス会会憲」。
「イエズス会学事規程 1599」にその内容がある。
11 「キリシタン時代」の呼称は、Ｃ・Ｒ・ボクサーの『キリシタンの世紀 一五四九～一六五○ （1951） 』




12）Ｈ・チースリクは 「イエズス会における職務（二 （キリシタン文化研究会報七ノ三・四、1964、 ）」
年）で 「巡察師（ ）というのは、イエズス会の組織上の常任 の職ではなく、或る一定、 Padre Visitator
の目的のために総会長から派遣される一時的な特別の職務である。巡察師の役目としてはイエズス会の





13)松田毅一訳ヴァリニャーノ著『日本巡察記』p252 （ アルバレスがp38 の中国派遣宣教師を、松田は。
省略している 。）




16) 同上 p200、201 「自然法」については 『どちりいなきりしたん 『講義要綱 『妙貞問答』に「な。 、 』 』
つうらの教え」として出てくるが、ヴァリニャーノはこの「なつうら」の本質を適応主義に当てはめたも
のといえる。
17) 青山玄著「日本文化史におけるキリシタン信仰の意義 （ 南山神学』第 18 号）p87。同著 「十六」『
『 。世紀と十九世紀のカトリック布教観」 （ キリシタン文化研究会報』1985 年 第二五年 1号）p1 ～ 22








21）前掲書 松田『巡察記』p269。1597（慶長元）年 2月 5 日長崎西坂の丘で磔刑に処した事件。
22) 同上 p299 「日本諸事要録」第１章も同じ。。
23) 同上 p299・300。ヴァリニャーノ自身も「日本諸事要録」第二章で日本人の欠点も扱っている。
24) 川村信三編『超領域交流史の試み （上智大学出版 2009 年）p232。また、現在の長崎県庁のある』
場所は、旧イエズス会準日本管区本部跡になる。
25) 前掲書 松田「巡察記 （桃源社）p143」
26) 前掲書 川村 p222
27) この「覚書」は、 清水紘一編註「キリシタン関係法制史料集 （ キリシタン研究』第十七輯）p234」『
28) 村上直次郎編『イエズス会日本年報下』新異国叢書４ 昭和四四年(1969) p180





















36)『霊操』イグナチオ・デ・ロヨラ著 門脇佳吉訳解説 1995 年 岩波書店 p169 ～、p271 ～
37) 柳瀬睦男著「聖イグナチオの霊動弁別について （ 世紀』1956 年七・八月号 中央出版社所収 。前」『 ）
記、門脇にも解説有り。他に、尾原悟著『イエズス会日本の講義要項』Ⅲ 1999 年 教文館）p288 解説
「キリシタンの［心宛 」でザビエル以来の悲願を記す。］
38) 青山玄著『共同研究 日本人の他界観』国際日本文化センター 1994 年 所収 p93・94。
39) 門脇佳吉著「神の言葉を聞く―イグナチオ・ロヨラ『霊操』の解釈学― （ 思想』1991 年八月号」『
岩波書店 所収 。 ハインリヒ・デュモリン著「 霊操』とイエズス会の精神 （ 世紀』1956 年七・八） 『 」『
月号 中央出版社 所収 。この他、川中仁は『神学ダイジェスト』に、外国（ローマ）における『霊操』）
に関する解説論文の訳を多く載せている。
40) このラテン語の天草版“ ”は、尾原悟の『イエズス会日本コジョの講義要綱Exercitia Spiritualia




41) 前掲書 『霊操』p57・58 「総注 №１ 。」
42) 前掲書 『思想』 門脇 p148。
43) 同じく門脇は『道の形而上学 （岩波書店 1990 年 「道元の形而上学」p45 ～と『禅仏教とキリスト教神』 ）
秘主義 （岩波書店 1991 年） 「第五章 イエスとパウロと道元―聖書と『正法眼蔵』の身読―』p159 ～。』
44) 前掲書 『霊操』p165 ～ 181。









48) 尾原悟編著「キリシタンの心宛 （ イエズス会日本コレジョの講義要綱』Ⅲ 教文館 1999 年 所」『
収）p288。









ールム・プログレシオ」1967 年 3 月 26 日付回勅。
52) 既出。 門脇、花岡、小野寺等の何時の時代・社会にも通じる「根源的いのち」の理解に 『自他認、




1.『信徒の霊性』森一弘著 2003 年 女子パウロ会
2.『道の形而上学』門脇佳吉著 1997 年 岩波書店
3.『禅仏教とキリスト教神秘主義』門脇佳吉著 1991 年 岩波書店
4.『スピリチュアリティの興隆ー新霊性文化とその周辺』島園進著 2007 年 岩波書店
5.『精神世界のゆくえ』現代世界と新霊性運動 島園進著 1996 年 東京堂出版
6. データブツク『現代日本人の宗教』石井研士著 2008 年 新曜社
7.『イヤーブック２０１０』日本カトリック司教協議会編 2009 年 カトリック中央協議
8.『南蛮寺興廃記・妙貞問答』海老沢有道訳 1976 年 平凡社東洋文庫
9. フロイス『日本史』１～ 12 松田毅一・川崎桃太訳 1981 年 中央公論社
10.『日本巡察記』ヴァリニャーノ著 松田毅一・佐久間正編訳 1965 年 桃源社
11.『日本巡察記』ヴァリニャーノ著 松田毅一訳 1973 年 平凡社東洋文庫
12.『イエズス会日本コレジョの講義要綱』上智大学キリシタン文庫編 1997 年 大空社
13.『イエズス会日本コレジョの講義要綱』Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ．尾原悟編著 1997 年～ 教文館 『キリシタン
研究』第 34 輯、第 35 輯、第 36 輯
14.『キリシタン版の研究』天理図書館富永牧太編 1973 年 天理大学出版部
15.『日本における信仰――ヴァリニャーノの「日本のカテキズモ」と倫理神学的見開』ヨゼフ・ムイベ
ルガー著 2004 年 サンパウロ
16.『キリシタン書・排耶書』海老沢・チースリク・土井・大塚編 1980 年 岩波書店 日本思想大系２５
17.『キリシタン思想史研究序説』井手勝美著 1995 年 ぺりかん社
18.『霊操』イグナチウス・ロヨラ著 門脇佳吉訳 1995 年 岩波書店
19.『宗教改革著作集』第 13 巻 カトリック改革所収 澤田昭夫訳 1994 年 教文館「イエズス会々憲」
イグナチオ・デ・ロヨラ著
20.『イエズス会学事規定』1599 年版 上・下 坂本雅彦訳 2005 年 長崎純心大学 比較文化研究所編
21.『イエズス会士日本報告集』全Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期 松田毅一監訳 1988 年 同朋舎
22.『キリスト教と仏教をめぐって――根源的いのちの現成としての禅――』花岡永子著 2010 年 ノン
ブル社
23 『ある巡礼者の物語 イグナチオ・デ・ロヨラ自叙伝』門脇佳吉訳註解 岩波文庫 2000 年．
[要綱に関係した論文]
1.「日本的霊性とキリスト教」芦名定道著（ 明治聖徳記念学会紀要』復刊第 44 号 2007『
2.「東西思想の出会いに関する一史料 フロイス・ノート」Ｈ・チースリク著（季刊『日本思想史』六
所収 日本思想史懇話会編集 1978 年 ぺりかん社
3.「キリシタンと伝統宗教の対立」海老沢有道著（ 日本思想史講座五 近世の思想２』 海老沢有道編『
1976 年 雄山閣）所収門脇佳吉著（ 岩波講座転換期における人間九『人間とは』1990 年 岩波書「
店」所収
4.「一神教と多神教」門脇佳吉著 岩波講座 転換期における人間『９ 宗教とは （岩波書店 1990 所収）』
p57 ～ 98。
（たかはし・かつゆき 立命館大学大学院文学研究科修士課程）
